
事案名 福岡市および志賀町の事案 （福岡県４０―１） 

分類 ○生産・保有 

○廃棄・遺棄 
○現在の状況 

資料 ・「旧軍ガス弾等の全国調査結果報告（案）」資料１の２〔１〕

・「浜名湖に投棄された軍用ガスの処分について（通知）」昭和２

４年１２月２８日〔２〕 

・「化学兵器調査ノ件報告」昭和２０年１１月５日〔３〕 

・「各航空廠引渡目録」２/２[４] 

・「『旧軍毒ガス弾等の全国調査』のフォローアップ調査について

（報告）」（平成１５年１０月９日）〔５〕 

資料内容概要 第２１海軍航空廠は、終戦時に博多（志賀島）と福岡（小富

士村）にイペリット爆弾を保有していたとされている。 
 
○生産・保有情報 

・終戦時に海軍航空廠博多工場（志賀島）にはイペリット１

１トンが残存していた〔１〕。 

・終戦時の保有量は、志賀島の第２１海軍航空廠博多工場にイ

ペリット型薬缶６７個（内容量計１，１３９ｋｇ）、福岡県

小富士村の第２１航空廠小富士工場にイペリット型薬缶７

個（１１９ｋｇ）と記載されている〔２〕。 

・終戦時の保有量は、博多の第２１航空廠に６０ｋｇ六番一号

爆弾７４発と記載されている〔３〕。 

・第２１海軍航空廠の６０ｋｇ一号爆弾の保有数として、博多

に６７発、福岡に７発と記載されている〔４〕。 

 
○廃棄・遺棄情報 

・各航空廠のイペリット型薬缶は昭和２１年８月ごろまでに米

軍の監督のもとに海洋投棄したと記載されている〔２〕。 

 

○現在の状況 

・現在の志賀島から西戸崎の世帯数は２，８３１世帯、井戸

概数は４４６本。井戸水からはヒ素が検出された地点もあ

るが､その原因は「地層由来のものと推定される」と記載さ

れている〔５〕。 
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